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データセンター消費電力量 15％削減を達成するサーバー機器刷新の実施 

～ 最新サーバー機器の利用によりコストダウンと節電効果を狙う当社の各種施策について ～ 

 

カブドットコム証券株式会社では、業界唯一、システムを自社構築しデータセンターを自社運用している強みを活か

し、データセンターでの消費電力量の削減に積極的に取り組んでおります。今回、秋以降に予定していた主要サーバ

ー機器の刷新を前倒しで実施し、各種システム基盤の集約・統合、最適化とあわせ、データセンターでの消費電力量

を昨年 7月～9月と比較し 15％削減する取り組みについて、ここにお知らせします。 

 

 

● 主要データベースサーバーの刷新により、同サーバーの消費電力量は 約 54.5％ の削減効果 

当社では、秋以降を予定していた勘定系向けなどのデータベースサーバーの刷新について、夏期のピーク消費電

力量削減を視野に、急遽前倒しで実施いたしました。 

 

お客様情報用データベースサーバー 刷新 4月 23 日(土)～24 日(日) 

旧） HP Integrity Superdome 16 コア・32GB メモリ × 2 ノード 

新) HP ProLiant DL785 G6 48 コア・64GB メモリ × 2 ノード 

勘定系データベースサーバー 刷新 4 月 30 日(土)～5 月 1 日(日) 

旧) HP Integrity Superdome 他 16 コア・80GB メモリ × 2 ノード 他 

新) HP Integrity Superdome 2 他 16 コア・96GB メモリ × 2 ノード 他 

 

これにより、対象のデータベースサーバーにて約 54.5％（*）の電力を削減します。（*当社計測の実績値から算出） 
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また、今回の刷新に伴い、ハードウェアの選定基準を見直しより最適なサーバー機器を導入した事で、性能は向上

しながらも、保守費、固定費ともに大幅に削減されており、旧システム比で約 66.3％のコスト削減を達成しています。 

 

 

 
 
● 64 ビットサーバーへの集約によりウェブサーバーでも 約 36.8％ の消費電力量を削減 

2 月 14 日(月)より稼働を開始した大阪証券取引所デリバティブ売買システム（J-Gate）への対応として、個人投資家

向け初となる、大証コロケーション接続を利用した先物 OP 取引の板乗り 1 秒保証のサービスを開始させていただきま

した。 （当社関連プレスリリース：個人投資家向け初！コロケーション（大証先物オプション）を採用し取引環境を超高

速化 http://kabu.com/company/pressrelease/2010/20100716_2.asp ） 

 

このシステム変更に際し、新たに取引システムを構築するにとどまらず、従来は別のサーバー機器で動作していた

ウェブサーバー機能（主に画面の表示や通信処理を担当）とアプリケーションサーバー機能（主に計算処理や発注処

理を担当）を、3倍程度の性能をもつ高性能な64ビットサーバーに集約・統合した上で、複数台のサーバーで分散動作

させるよう構成変更を行いました。 

 

この構成変更により、従来 80 台のサーバー機器で処理していたサービスを 36 台のサーバーに集約する事が可能

になり、当該システムの消費電力量を約 36.8％(*)削減する事が出来ました。 （*当社計測の実績値から算出） 
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● データセンターにおけるその他の取り組み 

当社における消費電力の平均的な内訳は、データセンター用途が

84％、オフィス等向けが 16％となっており、データセンターでの消費電力

の削減対策は非常に効果的です。 

 

データセンターを自社運用している当社では、電力設備や空調設備の

稼働状況を定期的にモニタリングし、前述のように消費電力量の推移

（≒サーバー機器の発熱量の推移）にあわせ、空調設備の運用を行って

います。今回の一連のシステム刷新により、当社のデータセンターにお

ける冷却能力には余力が発生しているため、空調設備の一部停止を行うなどの機動的な運用を想定する事で、約

17.7％（*）の消費電力の削減を見込んでいます。（*当社が計測した実績値から算出） 

 

 

 

当社ではシステムの自社開発を行うために開発用のサーバー機器も自社で運用しておりますが、これらも相応の

電力を消費していますので対策を行っています。2010 年後半より開発環境への仮想化技術の採用を積極的に進めて

おり、利用頻度が低い時間にも動作し続ける事で電力を消費していた各種サーバーを、仮想化環境上に構築し集約し

ています。これにより、必要に応じて物理サーバーの処理能力（＝ディスクやCPU、つまり電力）を割り当てる事が可能

になり、サーバー機器の稼働率を向上させられるため、さらに消費電力を抑える事が出来ます。 
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● データセンターの節電に関する FAQ 

Q． サーバー機器を新しくすれば、消費電力を削減する事が出来るのですか？ 

 

A． 新しいサーバー機器に入れ替える際に、そのシステムが必要とする処理能力と、省電力設計による性能への影

響を踏まえ、サーバーシステムを選定する必要があります。一般に、新しい製品ほど電力の利用効率が高いので

すが、自動車の世界でハイブリッドカーとスポーツカーが発売されているように、サーバー機器においても、徹底し

た省電力向けの機器なのか、省電力設計だけれども高性能を狙った事で結果的に電力消費が多い機器なのか、

バランスを狙った設計なのか、という違いがありますので、それらを意識して製品を選定する必要があります。 

 

Q． サーバー機器の台数を減らし、使ってない装置があれば止めてしまえば良いのでは？ 

 

A． 企業向けのサーバーシステムでは、ディスク装置が壊れるといったシステム障害が発生した場合でも、複数の部

品や複数のサーバー機器を同時に利用する事によりその処理を自動的に他の機器が引き継いで動作し続けるよう

になっています。これを冗長化と言います。また、突発的なアクセス数の増加にも即座に対応できるように、複数の

サーバー機器をあらかじめ用意し、それぞれのサーバーで処理を分担しています。これを負荷分散と言います。 

冗長化をしない、負荷分散するサーバー機器の台数を削減するなどの対応で、システム全体の消費電力を削減

する事は可能です。しかしながら、システム障害の際に復旧が遅れる、処理能力が低下するといった別の問題が発

生する事になります。当社では、高性能なサーバー機器に複数のサーバー機能を集約する事で、より少ない台数

でより高速に動作するような構成変更を実施しました。 

 

Q． 電源の ON/OFF をこまめに実施すれば良いのでは？ 自家発電などの非常用電源を使えば良いのでは？ 

 

A． サーバー機器は連続稼働させている事が大半ですが、長時間動作し続けていた機器で、電源の ON/OFF を突然

繰り返すと壊れてしまう事があります。また、サーバー機器の起動時には、そのサーバーで動作するプログラムを

開始しなければなりません。一般的に、金融など大規模なシステムになるほど、プログラムの開始には時間がかか

ります。そして、そのような操作を頻繁に行う事でシステム障害が発生しやすくなります。 

非常用電源として装備されている自家発電装置を普段から利用する、という対応ですが、非常用電源は一時的

な利用を想定し設計されているため、部品の耐久性に問題があります。また、電力系統の頻繁な切り替わりは、

UPS（無停電電源装置）やサーバー機器の電力回路に負荷をかけるため、日常的に切り替えで利用するには課題

が多いのが実情です。 

 

Q． データセンターの空調設備の設定温度を引き上げれば良いのでは？ 

 

A． データセンターで動作する空調設備は、システムが出し続ける熱をデータセンターの外部に排出する役割を担っ

ています。家庭用のインバーターエアコンでは、設定温度などの状況に応じて出力をきめ細やかに調整する事が出

来るため、設定温度を引き上げる事で節電効果が期待出来ます。 

しかしながら、データセンター等で利用される大規模な空調設備では、一度動き出すと指定温度になるまで最大

限の冷却能力を利用して冷却し続け、指定した温度になると停止するという動作を繰り返すタイプもあり、この空調

設備の場合、設定温度の変更を行ってもピーク電力を引き下げる事にはなりません。サーバー機器が出し続ける

熱そのものが削減しない限り、運転と停止を頻繁に繰り返しますので、サーバー機器が出す熱をまず削減し、その

あと空調設備を部分的に止めるといった対策が必要になります。 

 

Q． 仮想化技術を採用すると電力消費が減るのは何故ですか？ 

 

A． サーバー機器は、電源が入っているだけでハードディスク装置等の各部品に電力を供給しています。サーバーが

利用されていなくても、これらの部品には通電され動作し続けています。利用しない状態が続くと部品やプログラム

の稼働を停止する機能もありますが、いつ利用されるか予想する事が出来ないサーバー機器では、これらの機能

を積極的に利用する事は出来ません。 

仮想化技術を採用すると、電力消費量が多いディスク装置や CPU を他のサーバーと共有する事ができるので、
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あるサーバーが仕事をしていない時には別のサーバー機器にCPUやハードディスクを利用してもらう事が可能です。

これによりサーバー機器の利用効率が向上しますので、電力消費が削減されます。集約するサーバーが少ない場

合や、高負荷の処理を継続して実行しなければならないシステムでは、仮想化による消費電力の削減効果は期待

できません。 

 

 

● 今後の取り組みについて 

夏期の電力需給対策としての削減目標は、電力会社の供給能力の回復に依存するため流動的ではありますが、当

社においては、業界唯一の内製データセンター、内製システム基盤によるオンライントレーディングサービスの提供と

いう強みを最大限に活用し、消費電力量 15％以上の削減を目指します。 

 

また、当社では本件に限らず中長期的な観点でシステムコストの改善を常に図っています。消費電力量の削減は、

システムコストの改善と直結しています。今回の施策にとどまらず、さらなるコストの改善を実施して参ります。 

 
 
● システム関連の開示を積極的に進めています 

カブドットコム証券では、お客さまが安心してお取引できますように、システム状況を様々な側面から監視し、安定性

やパフォーマンスの向上といったシステムの改善に努めています。弊社の ディスクロージャーポリシーに基づき、シス

テム負荷状況や障害情報、今後の設備増強プランなどを積極的に システムリポートとして月次で公開 しています。ま

た、当社のお取引システムの構成やシステムデザインのコンセプトなどについては システム概要 もあわせてご覧くだ

さい。 

 
※記載している会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

●証券投資は、価格の変動、金利の変動、為替の変動等により投資元本を割り込む恐れがあります。自動売買

を含むすべてのご注文は、必ず約定するものではありません。お取引の際は、目論見書、約款・規程集及び契

約締結前交付書面等をよくお読みいただき、商品特性やリスク及びお取引ルール等をよくご理解の上、ご自身

のご判断で無理のない資産運用を行ってください。 

●各商品等へのご投資には、各商品毎に所定の手数料等が必要です。詳しくは当社の手数料ご案内ページ

（http://kabu.com/cost/）等をご参照ください。 

●掲載情報は 2011 年 5 月 13 日現在のものです。詳細及び最新情報は当社ホームページ（http://kabu.com/）

にてご確認ください。 

●指数先物取引・指数オプション取引・海外指数先物取引は、証拠金以上のお取引が可能であるため、証拠金

を超える大きな損失を被ることがあります。また、取引期限があり期限を越えてのお取引はできません。お取引

に際しては、指数先物取引・指数オプション取引・海外指数先物取引の契約締結前交付書面をよくお読みいた

だき、商品特性やお取引ルール等をよくご理解の上、ご自身のご判断で無理のない資産運用を行ってください。 

 

【金融商品取引業者登録：関東財務局長（金商）第 61 号】 

【銀行代理業許可：関東財務局長（銀代）第 8 号】 

【加入協会：日本証券業協会・金融先物取引業協会】 

 

以上 

<本件に関するお客様からのお問い合わせ先>             <本件に関する報道関係からのお問い合わせ先> 

お客様サポートセンター TEL：0120-390-390               担当：執行役 阿部 吉伸 TEL：03-3551-5111 

 


